
                                         

第３号（平成 23 年 12 月 6 日 我孫子市役所布佐東部地区復興対策室発行） 

公
共
下
水
道
施
設
の 

「
本
格
復
旧
工
事
」
に
着
手
し
ま
す 

 

三
月
十
一
日
に
被
災
し
た
下
水
道
施
設
に
つ
い
て
は
、
清

掃
や
応
急
的
な
復
旧
工
事
に
よ
り
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
将

来
に
わ
た
り
施
設
機
能
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
こ
の
度
、
本

格
的
な
復
旧
工
事
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

復
旧
工
事
は
、
全
体
区
域
を
７
工
区
に
分
け
、
来
年
（
平

成
二
十
四
年
）
一
月
か
ら
順
次
実
施
し
、
平
成
二
十
六
年
三

月
ま
で
に
完
了
す
る
予
定
で
す
。（
※
工
事
範
囲
は
裏
面
の
地

図
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
） 

工
事
中
は
、
何
か
と
ご
不
便
を
お
掛
け
す
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

な
お
、
工
事
着
手
前
に
は
、
復
旧
区
域
ご
と
に
「
工
事
の

お
知
ら
せ
」
の
書
面
を
配
布
し
、
近
隣
の
皆
様
に
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。 

 《
全
体
説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ
》 

下
水
道
施
設
の
復
旧
工
事
の
内
容
、
期
間
、
施
工
方
法

等
、
工
事
の
全
体
的
な
進
め
方
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ

ま
を
対
象
に
次
の
通
り
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。 

○
日
時 

十
二
月
十
六
日
（
金
）
午
後
七
時
か
ら 

○
場
所 

近
隣
セ
ン
タ
ー
「
ふ
さ
の
風
」
ホ
ー
ル 

ご
多
忙
の
と
こ
ろ
恐
縮
で
す
が
、
多
く
の
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

〈
担
当
〉 

我
孫
子
市
役
所
建
設
部
下
水
道
課 

☎ 

０
４
‐
７
１
８
５
‐
１
１
１
１
内
線
５
３
６ 

〈
設
計
施
工
監
理
等
〉 

（
財
）
千
葉
県
下
水
道
公
社
建
設
部
建
設
課 

☎ 

０
４
３
‐
２
７
８
‐
４
９
３
１ 

布
佐
東
部
地
区 

 

「
復
興
」
に
向
け
て
、 

た
く
さ
ん
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す  

布
佐
東
部
地
区
の
復
興
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
寄
せ
ら
れ

た
意
見
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

・
被
災
家
屋
に
住
ん
で
い
る
が
、
家
の
安
全
性
が
心
配
だ
。 

・
再
液
状
化
が
心
配
だ
け
ど
、
液
状
化
対
策
に
は
莫
大
な
費

用
が
か
か
る
。 

・
行
政
で
一
体
的
な
液
状
化
対
策
を
行
っ
て
ほ
し
い
。 

・
安
く
て
確
実
な
液
状
化
対
策
を
開
発
し
て
ほ
し
い
。 

・
人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
土
地
を
市
が
活
用
し
て
ほ
し
い
。 

・
ロ
ー
ン
を
組
め
な
い
高
齢
者
等
、
自
力
で
住
宅
再
建
が
出

来
な
い
人
へ
の
支
援
を
考
え
て
ほ
し
い
。 

・
震
災
後
に
体
調
を
悪
く
し
て
い
る
人
が
多
い
た
め
、
被
災

者
の
心
身
の
ケ
ア
が
必
要
だ
。 

・
被
災
し
た
土
地
を
公
共
用
地
と
し
て
市
が
買
い
取
っ
て
活

用
し
て
ほ
し
い
。（
災
害
の
記
憶
を
後
世
に
残
す
記
念
防
災

公
園
、
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
、
貸
農
園
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、

高
齢
者
施
設
用
地
等
） 

・
地
震
で
動
い
て
し
ま
っ
た
境
界
の
復
元
・
確
定
を
。 

 
・
塀
や
門
柱
を
制
限
し
た
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
。 

・
歩
道
の
整
備
や
交
差
点
の
改
良
等
、
安
全
な
交
通
環
境
を

整
備
す
る
。 

・
地
区
の
活
性
化
に
は
、
交
通
の
利
便
性
の
向
上
が
重
要
だ
。 

・
自
転
車
・
歩
行
者
が
安
全
に
利
根
川
堤
防
に
行
き
来
で
き

る
道
路
の
確
保
が
必
要
だ
。 

・
地
域
の
活
性
化
に
は
、
商
店
や
事
業
所
の
再
建
が
重
要
だ
。 

・
高
齢
者
が
集
え
る
場
所
が
必
要
だ
。 

・
避
難
場
所
の
整
備
・
充
実
、
確
実
な
情
報
伝
達
手
段
の
整

備
を
含
め
た
、
地
域
の
防
災
体
制
の
見
直
し
が
必
要
だ
。 

 

こ
う
し
た
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後
、
具
体
的
な
復

興
の
取
組
み
を
決
定
し
て
い
き
ま
す
。 

（
担
当
） 

布
佐
東
部
地
区
復
興
対
策
室 

☎ 

０
４
‐
７
１
８
５
‐
２
４
６
２ 

F
a
x
 

０
４
‐
７
１
８
９
‐
０
８
８
１ 

 

 
保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
を
実
施
し
ま
す 

 

市
役
所
健
康
福
祉
部
の
保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談
を
行
い

ま
す
。
些
細
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。 

（
日
時
）
毎
週
水
曜
日 

午
前
九
時
～
午
後
四
時
三
十
分 

※
第
一
回
は
、
十
二
月
十
四
日
に
な
り
ま
す
。 

（
場
所
）
布
佐
東
部
地
区
復
興
対
策
室 

相
談
室 

※
ご
連
絡
を
頂
け
れ
ば
訪
問
相
談
も
行
い
ま
す
。 

（
担
当
）
布
佐
東
部
地
区
復
興
対
策
室 

 

水
道
施
設
復
旧
工
事
の
お
知
ら
せ 

 

被
災
し
た
水
道
管
お
よ
び
老
朽
水
道
管
を
地
震
に
強
い
管

へ
更
新
す
る
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
工
事
中
は
、
ご
不
便
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

な
お
、
県
道
千
葉
竜
ヶ
崎
線
部
分
（
③
）
の
工
事
は
、
平

成
二
十
四
年
一
月
か
ら
三
月
を
予
定
し
て
お
り
、
現
在
、
工

事
発
注
の
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

（
担
当
）
我
孫
子
市
水
道
局
工
務
課 

☎
７
１
８
４
‐
０
２
５
７ 

《
工
事
の
概
要
》 

① 

布
佐
３
２
７
２
水
道
工
事(

２
３
改
０
９)

 

 
 

施
工
会
社
：
三
ツ
和
総
合
建
設
業
協
同
組
合
・
千
葉
支
店 

☎
０
４
３
‐
２
５
９
‐
９
４
４
１ 

期
間
：
十
二
月
上
旬
～
平
成
二
十
四
年
二
月
中
旬
（
予
定
） 

② 

布
佐
３
１
７
７
水
道
工
事(

２
３
改
１
０)

 

 

施
工
会
社
：
有
限
会
社 

我
孫
子
設
備 

☎
７
１
８
２-

８
１
１
１ 

期
間
：
平
成
二
十
四
年
一
月
上
旬
～
三
月
上
旬
（
予
定
） 

 

生
活
再
建
支
援
金
の
申
請
期
間
が
延
長
さ
れ
ま
し
た 

 

前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
、
国
の
被
災
者
生
活
再
建
支

援
制
度
の
基
礎
支
援
金
の
申
請
期
限
が
、
一
年
間
延
長
さ
れ
、

平
成
二
十
五
年
四
月
十
日
に
な
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。 

詳
細
は
対
策
室
ま
た
は
市
民
安
全
課
ま
で
。 

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ 



 


